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一
　
序

　
西
田
幾
多
郎
（
一
八
七
〇
〜
一
九
四
五
年
）
と
鈴
木
大
拙
（
一
八
七
〇

〜
一
九
六
六
年
）
と
い
う
二
人
の
思
想
家
）
1
（

が
、
と
も
に
イ
ン
パ
ク
ト
を
受

け
て
影
響
さ
れ
た
思
想
家
は
少
な
く
な
い
。
ア
ル
ト
ゥ
ー
ア
・
シ
ョ
ー
ペ

ン
ハ
ウ
ア
ー
（
一
七
八
八
〜
一
八
六
〇
年
）
も
そ
の
一
人
で
あ
る
。
シ
ョ

ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
の
『
意
志
と
表
象
と
し
て
の
世
界
）
2
（

』（
一
八
一
九
年
初

版
）
は
青
年
期
の
西
田
と
鈴
木
に
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
た
。
本
稿

で
は
、
西
田
と
鈴
木
と
が
そ
れ
ぞ
れ
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
思
想
か
ら
何

を
い
か
に
吸
収
し
継
承
し
た
の
か
を
明
ら
か
に
し
て
み
る
。
そ
し
て
、
そ

の
こ
と
を
通
じ
て
、
つ
ま
り
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
と
い
う
思
想
家
を
媒

介
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
西
田
と
鈴
木
と
の
思
想
を
再
考
し
て
み
た
い
。

ま
ず
、
鈴
木
大
拙
と
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
と
の
関
係
に
つ
い
て
考
え
て

み
よ
う
。

二
　
鈴
木
大
拙
と
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー

１　
「
生
へ
の
意
志
」
と
「
無
明
」、「
渇
愛
」

　
雑
誌
『
日
本
人
』
第
七
二
〜
七
四
号
に
掲
載
さ
れ
た
鈴
木
の
論
考
「
妄

想
録
」
の
中
に
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
へ
の
言
及
が
あ
る
。
こ
の
雑
誌
の

刊
行
は
一
八
九
八
年
八
〜
九
月
で
あ
り
、
そ
の
と
き
鈴
木
は
す
で
に
ア
メ

リ
カ
に
い
る
（
一
八
九
七
年
ア
メ
リ
カ
に
渡
っ
た
鈴
木
は
、
以
後
、
シ
カ

ゴ
郊
外
の
ラ
・
サ
ー
ル
に
十
一
年
間
滞
在
し
、
ポ
ー
ル
・
ケ
ー
ラ
ス
の
も

と
で
『
老
子
道
徳
経
』
な
ど
の
英
訳
を
手
伝
う
こ
と
に
な
る
）。
こ
の
論

文
の
後
半
（
鈴
木
全
集
三
〇
巻
一
六
三
〜
一
七
一
頁
）
は
「
自
然
の
大
化

（
進
化
）」
を
テ
ー
マ
と
し
て
い
る
。「
世
に
進
化
論
は
宇
宙
を
器
械
視
し
、

唯
物
論
的
に
す
る
と
思
ひ
、
之
を
非
難
す
る
宗
教
家
往
々
に
し
て
之
れ
あ

れ
ど
も
、
余
は
進
化
論
に
思
ひ
到
る
毎
に
吾
生
涯
の
目
的
を
自
覚
せ
ず
ん

ば
あ
ら
ず
。」（
鈴
木
全
集
三
〇
巻
一
六
五
頁
）
と
鈴
木
は
言
う
。
鈴
木
は

〈
特
集
１　

西
田
幾
多
郎
と
鈴
木
大
拙

─
比
較
思
想
の
視
座
か
ら
〉

横
　
田
　
理
　
博
　

　
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
と
の
関
連
か
ら
見
た
西
田
幾
多
郎
と
鈴
木
大
拙
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て
、
ヘ
ー
ゲ
ル
よ
り
「
面
白
」
い
と
言
っ
て
い
る
。
し
か
し
、「
意
欲
」（
意

志
）
が
目
的
と
す
る
も
の
は
た
ん
な
る
「
存
在
」（
生
）
で
は
な
い
。
と

は
い
え
、
そ
の
意
欲
の
目
的
を
、
代
わ
り
に
「
善
」
と
か
「
美
」
と
か
言

う
の
も
「
哲
学
」
的
な
「
分
別
」
で
あ
っ
て
、
鈴
木
は
そ
こ
に
新
た
な
目

的
を
提
示
し
て
見
せ
る
よ
う
な
こ
と
は
せ
ず
、「
自
然
の
大
化
」
に
随
順

し
た
生
き
方
（「
有
る
は
有
る
に
任
せ
」）
へ
と
帰
着
さ
せ
る
。

　
そ
の
後
、
一
九
〇
七
年
出
版
の
英
文
論
考O

utlines of M
ahāyāna 

Buddhism

（『
大
乗
仏
教
概
論
）
3
（

』）
の
中
で
鈴
木
は
、
仏
教
の
「
無
明
」

は
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
の
「
盲
目
的
」
な
「
意
志
」
に
対
応
す
る
と
指

摘
し
て
い
る
。

「『
無
始
﹇
以
来
﹈
の
無
明
』
と
は
自
然
の
中
に
普
遍
的
に
内
在
す
る

も
の
で
あ
っ
て
、
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
の
言
う
『
意
志
』
す
な
わ

ち
盲
目
的
活
動
に
相
当
す
る
。
な
ぜ
な
ら
無
明
は
、
真
如
の
ネ
ガ
テ

ィ
ヴ
な
現
れ
で
あ
っ
て
、
業
の
原
理
に
よ
っ
て
動
か
さ
れ
る
絶
え
間

な
い
活
動
を
特
性
と
す
る
現
象
世
界
の
始
ま
り
、
展
開
を
特
徴
づ
け

る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。」（p.181, 

佐
々
木
訳
一
九
六
頁
）

　「
法
身
」
の
顕
現
で
あ
る
ゆ
え
に
自
他
一
体
だ
と
い
う
『
大
乗
仏
教
概

論
』
に
お
け
る
鈴
木
の
主
張
に
は
、「
生
へ
の
意
志
」
の
顕
現
で
あ
る
ゆ

え
に
自
他
一
体
だ
と
い
う
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
の
見
地
が
援
用
さ
れ
て

い
る
と
私
は
考
え
て
い
る）

4
（

。
自
分
と
他
人
と
は
一
体
で
あ
る
と
い
う
こ
と

を
、
す
べ
て
は
本
体
と
し
て
の
「
意
志
」
の
現
象
だ
と
い
う
こ
と
か
ら
説

明
し
て
い
た
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
の
立
場
を
鈴
木
は
継
承
し
、
す
べ
て

は
本
体
で
あ
る
「
法
身
」
の
現
象
だ
と
主
張
し
た
。
と
は
い
え
、
規
範
性

「
進
化
論
」
を
自
然
科
学
上
の
進
化
論
か
ら
逸
脱
さ
せ
て
い
く
。
宇
宙
は

「
何
と
も
形
容
し
や
う
な
き
目
的
に
向
ひ
つ
つ
あ
る
」
が
、
そ
の
目
的
は

「
理
」
で
は
把
握
で
き
な
い
。
そ
れ
は
宗
教
と
て
把
握
で
き
な
い
が
宗
教

は
人
を
「
宇
宙
の
大
化
と
渾
融
し
」
て
生
き
る
こ
と
に
帰
着
さ
せ
（
鈴
木

全
集
三
〇
巻
一
六
五
〜
一
六
六
頁
）、「『
自
然
』
の
大
化
と
円
融
し
て
無

礙
自
在
、
活
卓
々
の
妙
用
を
捕
捉
」（
鈴
木
全
集
三
〇
巻
一
六
四
頁
）
す

る
こ
と
、「
一
身
を
捨
て
て
絶
対
的
に
大
化
の
為
す
に
任
せ
」（
鈴
木
全
集

三
〇
巻
一
六
六
頁
）
る
こ
と
へ
と
い
ざ
な
う
。

　
こ
の
「
自
然
の
大
化
」
の
話
の
延
長
上
に
次
の
よ
う
な
見
解
が
示
さ
れ

て
い
る
。

「
ヘ
ー
ゲ
ル
の
凡
理
論
﹇panlogism
﹈
よ
り
も
シ
ョマ

　マッペ
ン
ハ
ア
ー

の
意
欲
論
こ
そ
面
白
け
れ
。
併
し
彼
は
意
欲
の
目
的
を
存
在
に
止
め

て
、
其
以
外
に
著
眼
せ
ざ
り
し
故
、
自
か
ら
不
健
全
な
る
厭
世
主
義

と
な
り
、
意
欲
を
滅マ

絶マ

し
て
、
始
め
て
解
脱
す
べ
し
と
曰
ふ
に
至
り

ぬ
。
是
は
哲
学
の
分
別
の
境
に
迷
ひ
て
超
然
独
脱
す
る
能
は
ざ
る
見

解
な
り
。
さ
は
い
へ
哲
学
に
て
は
是
以
上
を
説
き
難
か
る
べ
き
か
。

た
と
ひ
意
欲
の
目
的
は
存
在
せ
ん
と
す
る
処
に
あ
ら
ず
し
て
、
存
在

は
畢
竟
手
段
に
過
ぎ
ず
、
究
竟
は
善
に
在
り
と
か
、
美
に
在
り
と
か

曰
ふ
も
、
や
は
り
分
別
了
知
の
境
を
出
で
ぬ
故
、
矛
盾
を
見
て
は
明

な
り
。
如
か
じ
、
有
る
は
有
る
に
任
せ
、
無
き
も
強
ひ
て
、
求
め
ず
、

『
自
然
』
の
大
化
そ
の
も
の
と
共
に
遊
戯
三
昧
の
妙
境
に
住
せ
ん
の

み
。」（
鈴
木
全
集
三
〇
巻
一
七
〇
〜
一
七
一
頁
）

シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
が
「
生
へ
の
意
志
」
を
究
極
と
し
た
こ
と
に
つ
い
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の
で
あ
る
。」（p.108, 

坂
東
・
清
水
訳
一
七
五
頁
）

　
こ
の
よ
う
に
「
渇
愛
」
を
説
明
し
た
上
で
、
鈴
木
は
こ
れ
を
シ
ョ
ー
ペ

ン
ハ
ウ
ア
ー
の
「
生
へ
の
意
志
」
と
比
較
し
て
み
せ
る
（p.108, 

坂
東
・

清
水
訳
一
七
六
頁
）。「
渇
愛
」
は
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
の
言
う
「
意
志
」

よ
り
も
深
く
、
根
本
的
な
も
の
で
あ
り
、
そ
し
て
、
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア

ー
の
「
意
志
」
は
「
盲
目
的
」
だ
が
、「
渇
愛
」
は
、
盲
目
的
と
も
非
盲

目
的
と
も
形
容
す
る
以
前
の
「
純
粋
意
志
」
だ
と
鈴
木
は
言
う
）
6
（

。

　
こ
の
よ
う
な
渇
愛
論
を
踏
ま
え
て
鈴
木
は
「
輪
廻
」
に
つ
い
て
、「
我
々

は
死
後
に
な
っ
て
初
め
て
そ
れ
を
体
験
し
た
り
、
測
り
知
れ
な
い
長
い
時

が
経
つ
の
を
待
つ
ま
で
も
な
く
、
現
世
を
生
き
て
い
る
間
の
ど
の
瞬
間
に

も
、
輪
廻
そ
の
も
の
を
現
に
お
こ
な
い
つ
つ
あ
る
」（p.110, 

坂
東
・
清

水
訳
一
七
九
頁
）
と
い
う
興
味
深
い
解
釈
を
示
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
輪

廻
を
通
時
的
な
も
の
で
は
な
く
共
時
的
な
も
の
と
し
て
捉
え
て
い
る
。
犬

も
花
も
同
じ
渇
愛
が
そ
れ
ぞ
れ
の
形
を
と
っ
た
も
の
だ
と
鈴
木
は
考
え

る
。
通
常
、
花
（
植
物
）
が
輪
廻
す
る
と
は
見
做
さ
れ
な
い
が
、
鈴
木
に

と
っ
て
は
花
も
石
も
一
括
さ
れ
て
い
る
。
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
の
「
意

志
」
よ
り
「
根
本
的
」
な
「
渇
愛
」
を
想
定
し
て
論
じ
て
い
る
と
は
い
え
、

人
間
・
動
物
・
植
物
・
鉱
物
す
べ
て
ひ
っ
く
る
め
て
「
意
志
」
の
現
れ
だ

と
い
う
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
の
『
意
志
と
表
象
と
し
て
の
世
界
』
の
着

想
の
痕
跡
を
感
じ
さ
せ
る
。

　
一
八
九
八
年
の
「
妄
想
録
」
で
、
意
志
の
目
的
は
た
ん
な
る
生
で
は
な

い
、
か
と
い
っ
て
意
志
の
目
的
を
善
と
か
美
と
か
い
う
分
別
知
で
置
き
換

え
る
こ
と
も
で
き
な
い
、
と
主
張
し
て
い
た
鈴
木
の
立
場
が
半
世
紀
を
経

が
な
く
「
盲
目
的
」
だ
と
言
わ
れ
る
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
の
「
意
志
」

と
は
異
な
っ
て
、「
法
身
」
は
規
範
的
で
生
の
目
的
を
与
え
て
く
れ
る
も

の
だ
と
鈴
木
は
考
え
る
。
そ
の
際
、「
盲
目
的
」
な
の
は
「
法
身
」
で
は

な
く
て
「
無
明
」
な
の
だ
と
し
て
、
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
の
「
意
志
」

の
「
盲
目
」
性
を
も
「
無
明
」
論
に
お
い
て
継
承
し
よ
う
と
し
た
。
つ
ま

り
、
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
の
「
意
志
」
の
本
体
性
・
根
源
性
は
鈴
木
の

「
法
身
」
や
「
真
如
」
に
継
承
さ
れ
、
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
の
「
意
志
」

の
「
盲
目
性
」
は
「
無
明
」
論
に
お
い
て
継
承
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
シ
ョ

ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
が
最
終
的
に
「
生
へ
の
意
志
」
の
否
定
を
提
唱
す
る
こ

と
に
は
鈴
木
は
追
随
せ
ず
、
む
し
ろ
生
の
肯
定
・
成
就
を
大
乗
的
「
涅
槃
」

と
し
て
説
い
た
。

　
そ
れ
か
ら
五
十
年
後
の
一
九
五
七
年
の
英
文
著
作M

ysticism
: 

Christian and Buddhist

（『
神
秘
主
義
）
5
（

』）
の
中
に
も
、
シ
ョ
ー
ペ
ン

ハ
ウ
ア
ー
へ
の
言
及
を
見
出
せ
る
。

　
鈴
木
に
よ
れ
ば
、
仏
教
哲
学
で
は
「
渇
愛(thirst)

」
こ
そ
が
「
事
物
を

存
在
せ
し
め
る
第
一
原
理
」
で
あ
り
、
渇
愛
が
「
自
己
表
現
、
つ
ま
り
自

己
主
張
の
た
め
に
形
を
も
つ
こ
と
を
希
求
す
る
」（p.106, 

坂
東
・
清
水

訳
一
七
三
頁
）。
渇
愛
が
空
を
飛
び
た
い
と
思
え
ば
鳥
に
な
り
、
水
の
中

を
泳
ぎ
た
い
と
思
え
ば
魚
に
な
り
、
咲
き
誇
り
た
い
と
思
え
ば
花
に
な

る
。「
創
造
主
で
あ
る
か
ら
、
渇
愛
こ
そ
個
別
化
の
原
理
な
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
限
り
な
い
多
様
性
を
も
つ
世
界
を
創
り
出
す
。」（p.107, 

坂
東
・

清
水
訳
一
七
四
頁
）「
渇
愛
は
我
々
の
存
在
の
中
で
意
識
を
構
成
す
る
要

因
の
一
つ
と
し
て
あ
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
が
我
々
の
存
在
そ
の
も
の
な
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の
ち
の
『
日
本
的
霊
性
』（
一
九
四
四
年
）
で
は
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ジ

ェ
イ
ム
ズ
の
「
二
度
生
ま
れ
」
の
議
論
を
踏
ま
え
て
現
世
否
定
は
「
霊
性
」

に
と
っ
て
不
可
欠
な
局
面
だ
と
主
張
さ
れ
る
こ
と
に
な
る）

7
（

。
ま
た
、
シ
ョ

ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
の
「
厭
世
」
へ
の
評
価
は
一
九
五
二
年
の
『
宗
教
入
門
』

で
も
繰
り
返
さ
れ
、「
厭
世
教
で
な
い
宗
教
は
宗
教
で
な
い
。」（
鈴
木
全

集
一
〇
巻
四
一
〇
〜
四
一
一
頁
）
と
書
か
れ
て
い
る
。

三
　
西
田
幾
多
郎
と
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー

　
次
に
、
西
田
幾
多
郎
の
『
善
の
研
究
』
と
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
の
『
意

志
と
表
象
と
し
て
の
世
界
』
と
の
関
係
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う）

8
（

。

　
西
田
は
若
い
頃
に
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
を
愛
読
し
て
い
た
（
西
田
全

集
一
〇
巻
三
九
九
頁
）。『
善
の
研
究
』（
一
九
一
一
年
）
に
お
い
て
は
、

様
々
な
思
想
家
の
思
想
を
学
ん
だ
上
で
西
田
は
自
説
を
形
成
し
て
い
る
の

だ
が
、
参
照
さ
れ
た
思
想
家
の
一
人
が
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
で
あ
る
。

『
善
の
研
究
』
の
本
質
的
な
と
こ
ろ
に
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
か
ら
の
影

響
が
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
き
た）

9
（

。
以
下
、
三
点
に
つ
い
て
、
シ
ョ
ー
ペ
ン

ハ
ウ
ア
ー
と
西
田
と
の
類
似
点
を
挙
げ
て
み
る
。

１　
「
直
覚
」
の
重
視
─
宗
教
と
芸
術

　
明
治
三
十
五
（
一
九
〇
二
）
年
十
月
二
十
七
日
、
渡
米
中
の
鈴
木
大
拙

に
宛
て
て
西
田
幾
多
郎
が
書
い
た
書
簡
（
西
田
全
集
一
九
巻
六
二
〜
六
四

頁
）
に
は
、

「
余
常
に
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
エ
ル
の
意
志
を
根
本
と
な
す
説
及
其

reine Anschauung

〔
純
粋
直
観
〕
の
説
は
ヘ
ー
ゲ
ル
な
ど
の

て
こ
れ
ら
の
論
考
に
も
一
貫
し
て
い
る
。
そ
も
そ
も
、
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ

ア
ー
の
「
意
志
」
に
つ
い
て
、
鈴
木
は
「
生
へ
の
」
と
い
う
限
定
が
不
要

だ
と
い
う
批
判
を
表
明
し
て
い
る
と
は
い
え
、
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
が

万
物
の
背
後
に
「
意
志
」
と
い
う
不
可
知
の
原
動
力
を
想
定
し
た
こ
と
に

共
感
を
抱
き
続
け
て
い
た
と
言
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

２　
「
厭
世
」

　
と
こ
ろ
で
、
一
九
〇
〇
年
に
『
桑

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

港
仏
教
青
年
会
会
報
』
に
掲
載

さ
れ
た
「
基
教
徒
﹇
キ
リ
ス
ト
教
徒
﹈
の
謬
見
二
、
三
を
弁
ず
」
の
中
に

次
の
よ
う
な
一
節
が
あ
る
。

「
宗
教
と
云
へ
ば
何
れ
の
宗
教
か
厭
世
な
ら
ざ
ら
ん
。
厭
世
を
以
て

恐
る
べ
き
も
の
と
な
す
は
基
教
を
知
ら
ず
、
仏
教
を
知
ら
ざ
る
も
の

な
り
。
…
…
シ
ョマ

　マッペ
ン
ハ
ウ
エ
ル
が
基
教
と
仏
教
と
を
以
て
共
に

厭
世
の
宗
教
と
な
す
は
、
説
の
当
を
得
た
る
も
の
な
り
と
知
る
べ

し
。」（
鈴
木
全
集
三
〇
巻
二
一
五
頁
）

「
妄
想
録
」
で
は
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
が
「
不
健
全
な
る
厭
世
主
義
」

に
陥
っ
て
い
る
と
批
判
し
て
い
た
の
だ
が
、
こ
こ
で
鈴
木
は
シ
ョ
ー
ペ
ン

ハ
ウ
ア
ー
の
「
厭
世
」
観
を
肯
定
的
に
評
価
し
て
い
る
。「
厭
世
」
と
い

う
こ
と
を
「
宗
教
」
の
一
つ
の
局
面
と
し
て
認
め
て
い
る
。「
厭
世
」
と

は
現
世
を
い
っ
た
ん
否
定
す
る
こ
と
で
あ
る
。
宗
教
の
端
緒
と
し
て
の

「
厭
世
」
を
認
め
る
と
は
い
え
、
宗
教
が
「
厭
世
」
で
終
わ
っ
て
よ
い
と

は
考
え
ら
れ
て
い
な
い
。
い
っ
た
ん
現
世
を
拒
否
し
た
上
で
反
転
し
て
現

世
で
の
ポ
ジ
テ
ィ
ヴ
な
活
動
へ
と
い
ざ
な
わ
れ
る
。「
否
定
」
か
ら
「
肯

定
」
へ
、
で
あ
る
。
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を
道
徳
的
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
は
、
美
学
の
本
を
読
ん
で
立
派
な

芸
術
家
に
な
れ
る
わ
け
で
は
な
い
の
と
同
じ
こ
と
だ
と
い
う
こ
と
も
書
い

て
い
る
（S.375,

西
尾
訳
Ⅱ
二
三
八
頁
、S.501, 

西
尾
訳
Ⅲ
一
三
九
頁
）。

道
徳
的
セ
ン
ス
と
美
的
セ
ン
ス
と
を
並
べ
て
、
ど
ち
ら
に
と
っ
て
も
抽
象

的
・
概
念
的
な
認
識
は
役
に
立
た
な
い
と
考
え
る
点
で
西
田
と
シ
ョ
ー
ペ

ン
ハ
ウ
ア
ー
と
は
同
じ
立
場
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
西
田
が
「
知
的
直
観
」
論
に
お
い
て
、
そ
こ
に
「
宗
教
家
の
直
覚
」
と

並
ん
で
「
美
術
家
の
直
覚
」
を
例
に
挙
げ
て
い
る
と
こ
ろ
、
つ
ま
り
、
純

粋
経
験
の
最
も
深
い
と
こ
ろ
に
芸
術
と
宗
教
と
が
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る

こ
と
は
特
徴
的
だ
と
言
え
る
。
芸
術
家
が
「
統
一
的
或
者
」
を
直
覚
し
て

そ
れ
を
作
品
に
表
現
す
る
（
西
田
は
学
問
よ
り
も
芸
術
の
ほ
う
が
「
実
在

の
真
相
」
に
近
づ
け
る
と
考
え
て
い
た
）、
そ
れ
と
同
じ
よ
う
に
人
は
宗

教
に
お
い
て
「
統
一
的
或
者
」
を
直
覚
し
て
、
学
問
（
思
惟
）
と
道
徳
（
意

志
）
の
両
面
に
お
い
て
そ
れ
を
展
開
す
る
。
こ
の
図
式
は
『
善
の
研
究
』

を
通
じ
て
一
貫
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
芸
術
と
宗
教
と
を
と
も
に
人
生
に
と
っ
て
核
心
的
な
も
の

と
見
る
西
田
の
考
え
方
に
は
、
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
と
重
な
る
と
こ
ろ

が
あ
る
。
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
の
場
合
に
も
、
い
つ
ま
で
も
や
み
く
も

に
駆
り
立
て
ら
れ
る
「
意
志
」
か
ら
逃
れ
る
術す

べ

と
し
て
、
芸
術
と
宗
教
と

い
う
も
の
が
あ
っ
た
。
芸
術
は
一
時
的
な
鎮
静
、
宗
教
は
永
続
的
な
鎮
静

と
い
う
違
い
は
あ
っ
た
が
、
い
ず
れ
も
「
救
済
」
で
あ
っ
た
。

２　

意
識
の
中
で
の
「
意
志
」
の
優
位

　
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
は
、
認
識
よ
り
意
志
が
優
位
に
立
つ
こ
と
を
主

Intellect

を
主
と
す
る
説
よ
り
遙
に
趣
味
あ
り
且
つdeep

な
り
と

思
ふ
か
い
か
ん
」（
西
田
全
集
一
九
巻
六
三
頁
）

と
書
か
れ
て
い
る
。

　
議
論
は
精
密
だ
が
「
造
り
物
」
の
よ
う
な
倫
理
学
の
書
物
よ
り
も
、
偉

大
な
人
間
の
深
い
「
魂
の
経
験
」
そ
の
も
の
を
表
現
し
た
書
物
を
好
む
と

い
う
流
れ
の
中
で
、
後
者
の
タ
イ
プ
の
著
作
の
著
者
の
一
人
と
し
て
シ
ョ

ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
が
意
識
さ
れ
て
い
る
。
ダ
ン
テ
の
『
神
曲
』
が
ダ
ン
テ

の
深
い
「
魂
の
経
験
」
を
表
現
し
て
い
る
の
と
同
じ
よ
う
に
、
シ
ョ
ー
ペ

ン
ハ
ウ
ア
ー
の
『
意
志
と
表
象
と
し
て
の
世
界
』
は
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア

ー
の
深
い
「
魂
の
経
験
」
を
表
現
し
て
い
る
、
と
西
田
は
考
え
て
い
る
よ

う
で
あ
る
。

　
そ
う
い
う
意
味
で
西
田
が
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
を
愛
読
し
て
い
る
と

い
う
だ
け
で
は
な
い
。
そ
も
そ
も
、
議
論
の
精
密
な
倫
理
学
よ
り
も
偉
大

な
人
物
の
「
魂
の
経
験
」
そ
の
も
の
を
表
現
し
て
い
る
著
作
の
ほ
う
に
真

実
味
が
あ
る
と
い
う
見
解
自
体
、
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
が
『
意
志
と
表

象
と
し
て
の
世
界
』
の
中
で
表
明
し
た
考
え
方
で
あ
っ
た
。
彼
は
宗
教
の

教
理
や
哲
学
を
「
抽
象
的
な
認
識
」
と
し
、
諸
宗
教
の
聖
者
た
ち
は
こ
の

「
抽
象
的
な
認
識
」
の
レ
ヴ
ェ
ル
で
多
様
で
あ
っ
て
も
、「
直
覚
的
な
認
識
」

と
そ
こ
か
ら
派
生
す
る
「
行
状
」
に
お
い
て
は
共
通
し
て
い
た
、
と
考
え

て
い
る
。
と
は
い
え
、
こ
の
「
直
覚
的
認
識
」
は
本
来
言
葉
で
伝
達
不
可

能
な
も
の
で
あ
る
か
ら
、
聖
者
に
つ
い
て
の
伝
記
な
ど
を
読
む
の
が
望
ま

し
い
と
し
て
、
数
々
そ
う
い
う
文
献
を
挙
げ
て
い
る
（
第
六
八
章
）。
ま

た
、
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
は
、
倫
理
学
と
い
う
「
抽
象
的
認
識
」
が
人
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と
が
で
き
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
西
田
も
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
も
、
心
の
働
き
の
中
で

「
意
志
」
を
中
心
と
見
て
い
る
。
た
だ
、
い
ず
れ
の
場
合
も
、
こ
こ
で
の

「
意
志
」
は
あ
く
ま
で
も
人
間
の
個
々
人
の
意
識
の
レ
ヴ
ェ
ル
で
考
え
ら

れ
て
い
て
、
い
わ
ゆ
る
〝
本
体
〞
と
し
て
の
意
志
（
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア

ー
が
「
即
自
態
」
と
呼
ぶ
「
生
へ
の
意
志
」）
で
は
な
い
。

３　

本
体
と
し
て
の
「
意
志
」─〝
本
体
／
現
象
〟
と
い
う
体
系

　
自
然
と
精
神
と
は
不
可
分
だ
と
し
た
上
で
、
さ
ら
に
両
者
合
一
の
根
本

が
「
神
」
だ
と
西
田
は
言
う
（
西
田
全
集
一
巻
七
八
頁
）。

「
神
と
は
こ
の
宇
宙
の
根
本
を
い
ふ
の
で
あ
る
。
…
…
余
は
神
を
宇

宙
の
外
に
超
越
せ
る
造
物
者
と
は
見
ず
し
て
、
直
に
こ
の
実
在
の
根

柢
と
考
へ
る
の
で
あ
る
。
神
と
宇
宙
と
の
関
係
は
芸
術
家
と
そ
の
作

品
と
の
如
き
関
係
で
は
な
く
、
本
体
と
現
象
と
の
関
係
で
あ
る
。
宇

宙
は
神
の
所
作
物
で
は
な
く
、
神
の
表
現m

anifestation

で
あ
る
。

外
は
日
月
星
辰
の
運
行
よ
り
内
は
人
心
の
機
微
に
至
る
ま
で
悉
く
神

の
表
現
で
な
い
も
の
は
な
い
、
我
々
は
此
等
の
物
の
根
柢
に
於
て

一
々
神
の
霊
光
を
拝
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。」（
西
田
全
集

一
巻
一
四
二
頁
）

神
と
宇
宙
（
世
界
）
と
の
関
係
は
、「
本
体
と
現
象
と
の
関
係
」、「
意
識

統
一
と
其
内
容
と
の
関
係
」（
西
田
全
集
一
巻
一
五
二
頁
）
で
あ
り
、
両

者
は
「
同
一
実
在
の
両
方
面
」
だ
と
西
田
は
言
う
。
こ
の
よ
う
な
西
田
の

「
汎
神
論
」（
西
田
全
集
一
巻
一
三
九
頁
）
は
、
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
の

思
想
と
ど
う
い
う
関
係
に
あ
る
だ
ろ
う
か
。

張
し
て
い
る
。
認
識
が
根
本
で
意
志
が
第
二
次
的
だ
と
い
う
デ
カ
ル
ト
な

ど
に
見
ら
れ
る
主
張
を
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
は
し
り
ぞ
け
、
意
志
が
根

本
で
認
識
は
第
二
次
的
だ
と
主
張
す
る
。
人
間
は
、
或
る
事
柄
を
ま
ず
善

だ
と
認
識
し
て
、
そ
の
結
果
と
し
て
こ
れ
を
欲
す
る
の
で
は
な
く
、
ま
ず

先
に
或
る
事
柄
を
欲
し
、
そ
の
結
果
と
し
て
こ
れ
を
善
だ
と
認
識
す
る
、

と
い
う
の
が
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
の
考
え
で
あ
る
。

「
意
志
こ
そ
第
一
の
も
の
で
根
源
的
な
も
の
で
あ
っ
て
、
認
識
は
、

あ
と
か
ら
付
け
加
わ
っ
て
意
志
の
現
象
に
そ
の
道
具
と
し
て
帰
属
し

て
い
る
も
の
に
す
ぎ
な
い
。」（S.403, 

西
尾
訳
Ⅱ
二
九
〇
頁
）

　
意
識
の
中
で
「
意
志
」
が
優
位
に
あ
る
こ
と
は
西
田
も
ま
た
し
ば
し
ば

主
張
し
て
い
る）
10
（

。
た
と
え
ば
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

「
意
志
と
い
ふ
の
は
普
通
の
知
識
と
い
ふ
者
よ
り
も
一
層
根
本
的
な

る
意
識
体
系
で
あ
つ
て
統
一
の
中
心
と
な
る
者
で
あ
る
。」（
西
田
全

集
一
巻
三
二
頁
）

「
此
三
方
面
﹇
知
情
意
﹈
の
中
、
意
志
が
そ
の
最
も
根
本
的
な
る
形

式
で
あ
る
。」（
西
田
全
集
一
巻
四
九
頁
）

　
ま
た
、
西
田
は
『
善
の
研
究
』
第
三
編
で
倫
理
学
の
諸
説
を
検
討
す
る

際
、
善
の
根
拠
を
人
間
本
性
に
求
め
る
「
自
律
的
倫
理
学
」
と
し
て
、
知

情
意
に
対
応
す
る
三
類
型
、
す
な
わ
ち
、「
理
性
」
に
基
づ
く
「
合
理
説

ま
た
は
主
知
説
」、「
苦
楽
の
感
情
」
に
基
づ
く
「
快
楽
説
」、「
意
志
の
活

動
」
に
基
づ
く
「
活
動
説
」
と
い
う
三
類
型
を
立
て
（
西
田
全
集
一
巻
一

〇
四
頁
）、
合
理
説
と
快
楽
説
を
批
判
し
て
最
終
的
に
「
活
動
説
」
を
主

張
す
る
。
こ
の
議
論
に
も
、「
意
志
」
を
優
位
と
す
る
立
場
を
認
め
る
こ
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だ
と
い
う
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
の
思
想
と
構
造
上
は
類
似
す
る
よ
う
に

も
見
え
る
。
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
に
と
っ
て
、
世
界
は
「
意
志
」
と
い

う
本
体
（「
即
自
態
」）
の
「
現
象
」
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
シ
ョ
ー
ペ
ン

ハ
ウ
ア
ー
の
〝
本
体
／
現
象
〞
の
関
係
は
、
目
に
は
見
え
な
い
本
体
が
文

字
通
り
「
現
れ
る
」、「
形
を
と
る
」
と
い
っ
た
意
味
で
あ
り
、
西
田
の
言

う
〝
統
一
す
る
も
の
／
統
一
さ
れ
る
も
の
〞
と
い
う
関
係
で
は
な
か
っ
た
。

分
裂
を
克
服
す
べ
く
現
実
に
働
き
か
け
続
け
る
「
統
一
」
と
い
う
ダ
イ
ナ

ミ
ズ
ム
を
想
定
し
て
い
る
点
で
西
田
の
「
神
／
世
界
」
観
は
シ
ョ
ー
ペ
ン

ハ
ウ
ア
ー
の
場
合
と
は
異
な
っ
て
い
る
。

　
と
は
い
え
、
見
方
を
変
え
れ
ば
、
西
田
が
神
を
「
統
一
力
」
と
考
え
て

い
る
と
い
う
こ
と
は
、
神
に
静
態
的
な
実
体
で
は
な
く
、「
意
志
」
的
な

ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
想
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
点
に
限
っ
て
は

シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
の
「
意
志
」
と
通
じ
合
う
も
の
が
あ
る
と
言
え
な

く
も
な
い
。
我
々
が
生
き
て
い
る
こ
と
を
促
し
て
い
る
一
種
の
力
が
あ

り
、
生
き
と
し
生
け
る
も
の
す
べ
て
が
そ
の
力
の
働
き
を
担
っ
て
い
る
こ

と
に
よ
っ
て
連
帯
し
て
い
る
と
い
う
漠
然
と
し
た
世
界
観
を
西
田
と
シ
ョ

ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
と
は
共
有
し
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　『
意
志
と
表
象
と
し
て
の
世
界
』
と
『
善
の
研
究
』、
両
著
作
の
間
に
は
、

以
上
の
よ
う
に
、
抽
象
的
な
論
理
よ
り
も
直
覚
・
直
観
を
重
ん
じ
る
点
、

あ
る
い
は
、
人
間
の
意
識
の
働
き
の
中
で
「
意
志
」
を
中
心
と
見
る
と
い

う
点
、
ま
た
、
人
間
の
意
識
を
も
全
宇
宙
を
も
包
括
的
に
導
い
て
い
る
力

が
あ
る
の
だ
と
考
え
る
点
、
こ
れ
ら
の
立
場
に
お
い
て
類
似
す
る
と
こ
ろ

が
あ
る
。
一
方
、
そ
れ
ら
の
類
似
点
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
両
著
作
の
思
想

　
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
に
お
い
て
は
、
時
間
・
空
間
・
因
果
性
は
「
表

象
」
の
世
界
に
あ
る
限
り
の
す
べ
て
の
も
の
に
伴
っ
て
い
る
「
根
拠
の
原

理
」
で
あ
っ
た
が
、「
意
志
」
は
世
界
の
す
べ
て
の
現
象
の
背
後
に
あ
る

「
一
」
な
る
も
の
で
あ
る
。
意
志
と
い
う
本
質
は
「
自
然
の
い
か
な
る
事

物
の
中
に
も
、
い
か
な
る
生
物
の
中
に
も
そ
っ
く
り
全
体
の
ま
ま
に
分
割

さ
れ
ず
に
現
存
し
て
い
る
」（S.195, 

西
尾
訳
Ⅰ
二
八
七
頁
）。

　
個
々
人
は
通
常
は
「
個
別
化
の
原
理
」
と
い
う
「
マ
ー
ヤ
ー
﹇
幻
影
﹈

の
ヴ
ェ
ー
ル
」
の
も
と
に
、
自
分
と
他
人
と
を
区
別
し
て
い
る
が
、「
物

自
体
」
と
し
て
の
「
意
志
」
と
い
う
観
点
か
ら
見
れ
ば
、
自
分
も
他
人
も

と
も
に
一
つ
の
同
じ
「
生
へ
の
意
志
」
と
い
う
「
即
自
態(An-sich)

」
の

現
れ
で
あ
り
、
一
体
で
あ
る
。

「
自
分
自
身
の
現
象
の
即
自
態
は
ま
た
他
人
の
現
象
の
即
自
態
で
も

あ
る
、
す
な
わ
ち
そ
れ
は
お
の
お
の
の
事
物
の
本
質
を
成
し
、
お
の

お
の
の
事
物
の
う
ち
に
生
き
て
い
る
生
へ
の
か
の
意
志(W

ille zum
 

Leben)

で
あ
る
、
そ
れ
の
み
な
ら
ず
、
こ
の
即
自
態
こ
そ
動
物
に

も
全
自
然
に
も
広
が
っ
て
い
る
」（S.507, 

西
尾
訳
Ⅲ
一
四
九
頁
）

「
我
々
の
真
の
自
我
は
単
に
こ
の
個
別
の
現
象
た
る
自
分
の
人
格
の

う
ち
に
あ
る
だ
け
で
は
な
く
、
生
き
と
し
生
け
る
万
物
の
中
に
存
在

し
て
い
る
」（S.508, 

西
尾
訳
Ⅲ
一
五
〇
頁
）

　
西
田
か
ら
の
先
の
引
用
文
「
外
は
日
月
星
辰
の
運
行
よ
り
内
は
人
心
の

機
微
に
至
る
ま
で
悉
く
神
の
表
現
で
な
い
も
の
は
な
い
」（
西
田
全
集
一

巻
一
四
二
頁
）
と
い
う
叙
述
は
、「
神
」
を
「
意
志
」
と
置
き
換
え
て
み

れ
ば
、
無
機
物
・
植
物
・
動
物
・
人
間
ひ
っ
く
る
め
て
「
意
志
」
の
現
象
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ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
の
『
意
志
と
表
象
と
し
て
の
世
界
』
が
（
こ
の
書
の

大
部
分
は
「
意
志
の
肯
定
」
と
も
思
え
る
の
だ
が
最
後
の
数
章
で
）「
意

志
の
否
定
」
に
向
か
う
の
と
は
対
照
的
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
鈴
木
に
は

シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
の
「
厭
世
」
観
を
宗
教
に
は
不
可
欠
と
し
て
評
価

し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
。
西
田
に
も
、
現
に
あ
る
自
分
（「
偽
我
」）

を
い
っ
た
ん
否
定
し
て
、
大
な
る
自
己
（「
真
の
自
己
」）
を
肯
定
す
る
と

い
う
方
向
性
は
あ
る
の
だ
が
、「
厭
世
」
と
い
う
こ
と
に
ひ
と
ま
ず
共
感

す
る
姿
勢
が
、
西
田
に
は
見
出
せ
な
い
。
西
田
の
場
合
、
否
定
さ
れ
る
の

は
現
に
あ
る
自
己
だ
が
、
鈴
木
の
場
合
、
否
定
さ
れ
て
い
る
の
は
、
思
う

に
ま
か
せ
ぬ
こ
の
現
に
あ
る
世
界
で
あ
っ
た
。

　
第
三
に
、
鈴
木
は
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
の
「
意
志
」
の
顕
現
と
い
う

思
想
に
な
ら
っ
て
「
法
身
」
の
普
遍
的
顕
現
と
い
う
〝
本
体
／
現
象
〞
図

式
を
提
示
し
た
。
こ
こ
で
西
田
の
『
善
の
研
究
』
の
「
神
」
と
い
う
統
一

力
と
統
一
さ
れ
る
世
界
と
い
う
〝
本
体
／
現
象
〞
図
式
と
重
な
る
。
た
だ

し
、
鈴
木
は
「
無
明
」
や
「
渇
愛
」
と
い
う
盲
目
的
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
の
局

面
に
も
着
目
し
て
い
た
（
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
の
「
生
へ
の
意
志
」
論

と
仏
教
的
感
性
と
が
そ
こ
で
結
び
付
い
た）
13
（

）
の
に
対
し
て
、
西
田
の
場
合
、

鈴
木
の
「
無
明
」、
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
の
「
生
へ
の
意
志
」
に
見
ら

れ
る
盲
目
的
な
局
面
を
積
極
的
に
と
り
あ
げ
る
こ
と
は
な
か
っ
た）
14
（

。
し
か

し
、
盲
目
性
は
と
り
あ
げ
ら
れ
な
い
に
せ
よ
、
西
田
の
『
善
の
研
究
』
の

基
軸
に
あ
る
「
統
一
」
や
「
意
志
」
や
「
活
動
」
と
い
う
点
に
お
い
て
は

シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
思
想
に
お
け
る
意
志
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
と
共
通
す

る
と
こ
ろ
は
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

に
は
、
対
照
的
と
も
言
え
る
ほ
ど
の
大
き
な
違
い
も
ま
た
あ
る
。
た
と
え

ば
、『
善
の
研
究
』
が
オ
プ
テ
ィ
ミ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
に
帰
結

す
る
の
に
対
し
て
、『
意
志
と
表
象
と
し
て
の
世
界
』
に
は
、
意
志
の
否

定
、「
諦
念
」
と
い
う
生
き
方
に
帰
着
す
る
ペ
シ
ミ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
ヴ
ィ

ジ
ョ
ン
が
あ
る
。
ま
た
、
国
家
と
道
徳
の
問
題
に
関
し
て
も
両
者
は
対
照

的
な
考
え
方
を
も
っ
て
い
る）
11
（

。

四
　
結

　
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
を
介
す
る
こ
と
で
、
鈴
木
と
西
田
に
つ
い
て
何

か
見
え
て
き
た
こ
と
は
あ
る
だ
ろ
う
か
。
鈴
木
も
西
田
も
そ
れ
ぞ
れ
に
シ

ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
思
想
の
イ
ン
パ
ク
ト
を
吸
収
し
継
承
し
よ
う
と
し
て

い
た
が
、
そ
こ
に
は
微
妙
な
違
い
も
あ
っ
た
。

　
第
一
に
、
抽
象
的
な
知
、
分
別
的
な
知
よ
り
も
「
直
覚
」
を
重
視
す
る

点
は
、
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
、
鈴
木
、
西
田
に
共
通
す
る
点
で
あ
っ

た
）
12
（

。
直
覚
を
重
視
す
る
と
は
い
え
、
も
ち
ろ
ん
彼
ら
は
直
覚
に
と
ど
ま
ら

な
い
。
直
覚
し
た
こ
と
を
論
理
的
に
語
ろ
う
と
す
る
。
そ
の
語
り
方
は
、

西
田
の
場
合
は
「
哲
学
」
と
し
て
論
理
を
徹
底
し
て
い
く
が
、
鈴
木
の
場

合
は
当
初
か
ら
「
哲
学
」
と
は
距
離
を
と
っ
た
「
宗
教
」
の
立
場
で
あ
り
、

生
き
方
・
境
地
の
問
題
へ
と
帰
着
し
て
い
く
（
た
と
え
ば
、「
有
る
は
有

る
に
任
せ
」）。

　
第
二
に
、
こ
れ
は
「
明
治
の
青
年
」
に
共
通
す
る
点
か
も
し
れ
な
い
が
、

二
人
と
も
、
心
安
ら
か
に
隠
遁
生
活
を
送
る
こ
と
よ
り
も
、
社
会
（
現
実
）

に
向
か
っ
て
ア
ク
テ
ィ
ヴ
に
活
動
す
る
こ
と
を
推
奨
し
た
。
こ
の
点
は
シ
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禅
体
験
に
つ
い
て
」（
原
英
文
、
鈴
木
全
集
三
四
巻
二
〇
六
頁
）
に
も
見
出
せ
る
。

　（
7
）
拙
稿
「
鈴
木
大
拙
の
『
日
本
的
霊
性
』
に
つ
い
て
の
考
察
（
上
）」（
九
州
大

学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
院
編
『
哲
學
年
報
』
第
七
七
輯
、
二
〇
一
八
年
三
月
、

所
収
）、
三
一
〜
三
二
、
三
四
、
七
一
頁
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　（
8
）
西
田
幾
多
郎
と
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
と
の
関
係
に
つ
い
て
詳
し
く
は
拙
稿

「
西
田
幾
多
郎
の
『
善
の
研
究
』
と
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
」（
九
州
大
学
哲
学

会
編
『
哲
学
論
文
集
』
第
五
五
輯
、
二
〇
一
九
年
九
月
、
所
収
）
で
論
じ
て
い
る
。

　（
9
）
竹
内
良
知
『
西
田
幾
多
郎
』（
一
九
七
〇
年
、
東
京
大
学
出
版
会
）、
一
八
〇
頁
。

　（
10
）
山
口
時
代
の
西
田
は
「
智
情
意
」
の
う
ち
「
感
情
」
を
中
心
に
見
て
い
た
（
西

田
全
集
一
一
巻
五
五
頁
）。「
感
情
」
か
ら
「
意
志
」
へ
の
中
心
移
動
を
指
摘
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
拙
稿
「
山
口
の
西
田
幾
多
郎
」（
電
気
通
信
大
学
編
『
電
気

通
信
大
学
紀
要
』
第
二
七
巻
第
一
号
（
通
巻
四
三
号
）、
二
〇
一
五
年
二
月
、
所

収
）、
二
三
〜
二
四
頁
を
参
照
。

　（
11
）
こ
れ
ら
の
対
照
的
な
点
に
つ
い
て
は
前
掲
拙
稿
「
西
田
幾
多
郎
の
『
善
の
研

究
』
と
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
」
第
三
章
で
論
じ
て
い
る
。

　（
12
）
さ
ら
に
言
え
ば
、
こ
の
点
は
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ジ
ェ
イ
ム
ズ
に
も
共
通
す
る
。

ジ
ェ
イ
ム
ズ
の
『
宗
教
的
経
験
の
諸
相
』（
一
九
〇
二
年
）
が
鈴
木
と
西
田
双
方

に
与
え
た
影
響
は
絶
大
で
あ
っ
た
。
西
田
へ
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
西

田
幾
多
郎
の
『
善
の
研
究
』
と
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ジ
ェ
イ
ム
ズ
」（
日
本
宗
教
学
会

編
『
宗
教
研
究
』
第
三
六
二
号
、
二
〇
〇
九
年
一
二
月
、
所
収
）
を
参
照
。

　（
13
）
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
を
仏
教
論
に
活
用
す
る
試
み
は
、
の
ち
の
木
村
泰
賢

に
も
見
ら
れ
る
。
縁
起
説
を
め
ぐ
る
木
村
泰
賢
と
和
辻
哲
郎
と
の
論
争
に
つ
い

て
は
、
拙
稿
「
西
田
幾
多
郎
と
和
辻
哲
郎
に
お
け
る
『
個
人
』
の
生
き
方
」（
電

気
通
信
大
学
編
『
電
気
通
信
大
学
紀
要
』
第
一
一
巻
第
二
号
（
通
巻
二
二
号
）、

一
九
九
八
年
一
二
月
、
所
収
）、
一
八
九
〜
一
九
〇
頁
を
参
照
。

　（
14
）
一
九
三
二
年
の
講
演
「
実
在
の
根
柢
と
し
て
の
人
格
概
念
」
の
中
で
西
田
は

シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
の
盲
目
的
意
志
に
「
一
理
あ
る
」
と
は
言
っ
て
い
る
（
西

田
全
集
一
二
巻
二
三
三
〜
二
三
四
頁
）。

（
よ
こ
た
・
み
ち
ひ
ろ
、
近
現
代
ド
イ
ツ
・
日
本
思
想
、

九
州
大
学
大
学
院
教
授
）

　（
1
）
『
鈴
木
大
拙
全
集
（
増
補
新
版
）』
全
四
〇
巻
（
一
九
九
九
〜
二
〇
〇
三
年
、

岩
波
書
店
）
を
「
鈴
木
全
集
」、『
西
田
幾
多
郎
全
集
』
全
二
四
巻
（
二
○
○
二

〜
二
○
○
九
年
、
岩
波
書
店
）
を
「
西
田
全
集
」
と
略
記
す
る
。
な
お
、﹇ 

﹈

内
は
引
用
者
に
よ
る
補
足
で
あ
る
。

　（
2
）Arthur Schopenhauer, D

ie W
elt als W

ille und Vorstellung I, Säm
t-

liche W
erke Band 1, Suhrkam

p Taschenbuch W
issenschaft, 1986, 

Stuttgart: Suhrkam
p. 

西
尾
幹
二
訳
『
意
志
と
表
象
と
し
て
の
世
界
　
Ⅰ
・
Ⅱ
・

Ⅲ
』（
二
〇
〇
四
年
、
中
公
ク
ラ
シ
ッ
ク
ス
、
中
央
公
論
新
社
）。
引
用
に
あ
た

っ
て
は
必
ず
し
も
既
訳
に
従
っ
て
い
な
い
（
以
下
の
邦
訳
に
つ
い
て
も
同
様
）。

　（
3
）D

aisetz Teitaro Suzuki, O
utlines of M

ahāyāna Buddhism
, 1907, 

London: Luzac and Com
pany. 

佐
々
木
閑
訳
『
大
乗
仏
教
概
論
』（
二
〇
〇

四
年
、
岩
波
書
店
、
二
〇
一
六
年
、
岩
波
文
庫
）。
本
稿
で
は
文
庫
版
の
ほ
う
の

頁
を
示
す
。
の
ち
に
マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
（
一
八
六
四
〜
一
九
二
〇
年
）

は
『
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
と
仏
教
』
の
中
で
大
乗
仏
教
の
教
理
を
説
明
す
る
に
あ
た

っ
て
主
と
し
て
鈴
木
大
拙
の
こ
の
『
大
乗
仏
教
概
論
』
を
参
照
し
、
大
乗
仏
教

徒
の
生
き
方
に
「
世
俗
内
的
神
秘
主
義(die innerw

eltliche M
ystik)

」
を
見

出
す
こ
と
に
な
る
。
拙
著
『
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
倫
理
思
想

│
比
較
宗
教
社
会
学

に
込
め
ら
れ
た
倫
理
観
』（
二
〇
一
一
年
、
未
來
社
）
第
三
章
第
三
節
を
参
照
。

　（
4
）
鈴
木
大
拙
の
『
大
乗
仏
教
概
論
』
に
描
か
れ
た
思
想
と
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア

ー
思
想
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
鈴
木
大
拙
の
『
大
乗
仏
教
概
論
』
に

つ
い
て
の
考
察
（
上
）」（
九
州
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
院
編
『
哲
學
年
報
』

第
七
九
輯
、
二
〇
二
〇
年
三
月
、
所
収
予
定
）
第
二
章
で
論
じ
る
。

　（
5
）D. T. Suzuki, M
ysticism

: Christian and Buddhist (1957, 2002, N
ew
 

York: Routledge). 

坂
東
性
純
・
清
水
守
拙
訳
『
神
秘
主
義

│
キ
リ
ス
ト
教

と
仏
教
』（
二
〇
〇
四
年
、
岩
波
書
店
）。

　（
6
）
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
の
「
生
へ
の
意
志
」
に
つ
い
て
の
鈴
木
の
同
様
の
言

及
は
、
一
九
五
二
年
の
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
で
の
講
義
録

│
重
松
宗
育
・
常
盤

義
伸
編
訳
『
鈴
木
大
拙
　
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
セ
ミ
ナ
ー
講
義
』（
二
〇
一
六
年
、

公
益
財
団
法
人
松
ヶ
岡
文
庫
）、
三
二
頁
（
英
文p.24

）│
や
駒
澤
大
学
教
化

研
究
所
編
『
禅
と
念
仏
』（
一
九
六
〇
年
、
講
談
社
）
に
所
収
の
「
正
力
氏
の
坐


